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泣いても笑っても

　長内保育園の園児たちです。撮影にあ
たっては、笑顔の子、じっと見つめる子、
泣いている子など、さまざまな「顔」があ
ります。寒さにも負けない子どもたちは、
久慈市の元気の源です。
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82№
市民と議会を結ぶ情報誌

令和7年２月１5日発行
くじ市議会だより

  元気いっぱい！



くじ市議会だより　№82３

今回のお相手は、各保育園及
び認定こども園から選出され
た方たちで構成される「久慈
市保育園保護者連合会」の皆
さんです。子育てにおける久
慈市の現状について、お話を
伺いました。いただいたご意
見は、市議会として活かして
いきます。

かだって
かだって

市民と議員の懇談企画

×

■ 

保
護
者
の
声

　

令
和
６
年
11
月
9
日
、
中
央
市
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
久
慈
市
保
育
園
保

護
者
連
合
会
と
市
議
会
議
員
が
集
ま
り
、

「
保
育
環
境
の
充
実
と
地
域
課
題
の
解

決
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見

や
要
望
を
取
り
上
げ
ま
す
。

■ 

医
療
体
制
の
充
実
を
求
め
る
声

●
地
域
医
療
の
充
実

　
「
近
く
に
十
分
な
病
院
が
な
い
」、「
病

院
の
混
雑
が
ひ
ど
い
」
と
い
う
声
が
多

く
あ
が
り
ま
し
た
。

　

特
に
久
慈
病
院
で
の
診
療
科
（
産
婦

人
科
・
小
児
科
・
皮
膚
科
・
眼
科
な
ど
）

や
、
病
後
児
保
育
の
受
け
入
れ
施
設
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

応
募
し
た
動
機

特　集

記
録
的
な
不
漁
の
中
、
課
題
と
対
策
、
展
望
な
ど
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
参
加
者
の
皆
さ
ん

※トロール漁業…底引網漁業の一つ

テーマ

保育環境の充実と
　　地域課題の解決

　長内保育園の自由遊びの時間です。
　子どもたちの環境は大きく変化しています。子ども達が笑顔で、元気に、楽しく学べ
る保育環境を通じて、認知力や問題解決力の向上、いろいろな友達と過ごすことで多様
な経験ができます。

 「
久
慈
市
保
育
園
保
護
者
連
合
会
」　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は

　

久
慈
市
内
に
所
在
す
る
保
育
園
及
び

認
定
こ
ど
も
園
の
保
護
者
を
中
心
に
組

織
さ
れ
て
い
る
団
体
で
、
昭
和
42
年
に

設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
慈
市
内
の
各
保
育
園
の
保
護
者
会

と
の
連
絡
も
密
に
し
、
団
体
相
互
の
親

睦
を
図
り
、
ま
た
保
育
事
業
の
進
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
お

り
、
主
に
研
修
会
の
開
催
や
久
慈
市
へ

の
要
望
活
動
、
会
報
誌
「
は
ま
な
す
」

の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
子
ど
も
の
健
康
管
理

　
「
３
歳
児
か
ら
就
学
時
ま
で
の
間
に

検
診
が
な
い
た
め
、
５
歳
児
健
診
を
導

入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
健
康
診
断

に
関
す
る
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
て
の

受
診
の
大
変
さ
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
に
対
す
る
要
望
も
あ
が
り
ま
し
た
。

■ 

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
た

　
め
の
施
設
整
備

●
保
育
園
と
学
校
の
連
携

　

保
育
園
か
ら
小
学
校
へ
の
情
報
共
有

体
制
を
強
化
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を

望
む
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
の
間
で
も
不
安
が
あ
り
ま

す
。

●
障
が
い
児
施
設
の
整
備

　

障
が
い
児
に
特
化
し
た
保
育
施
設
や
、

既
存
施
設
の
設
備
充
実
を
求
め
る
声
が

あ
り
ま
し
た
。

●
遊
び
場
の
拡
充

　

室
内
遊
戯
施
設
や
屋
外
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
の
設
置
を
要
望
す
る
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
道
の
駅
い
わ
て
北
三
陸
の

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
利
用
し
づ

ら
い
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

■ 

保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き

　
る
環
境
を

●
適
切
な
情
報
発
信

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、「
情
報
が

古
く
検
索
し
づ
ら
い
」
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。
定
期
的
な
情
報
更
新
が
必

要
と
さ
れ
ま
す
。

●
相
談
で
き
る
場
の
必
要
性

　

子
育
て
に
悩
む
際
に
気
軽
に
相
談
で

き
る
場
や
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
話
を
聞

い
て
も
ら
え
る
環
境
を
求
め
る
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

地
域
生
活
を
支
え
る
サ
ポ
ー
ト

●
買
い
物
支
援
の
拡
充

　

遠
隔
地
に
住
む
住
民
が
困
ら
な
い
よ

う
、
配
達
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
望
む
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

● 

編
集
後
記

　
今
回
の
意
見
交
換
で
は
、
小
さ
な
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
が
望
む
切
実
な
声

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夫
婦
共
働
き
や
核
家
族
化
が
進
行
す

る
な
か
に
あ
っ
て
、
求
め
ら
れ
て
い
る

支
援
も
よ
り
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い

る
も
の
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
地

域
医
療
の
充
実
に
対
す
る
意
見
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
議
で
は
、「
県
立
久
慈
病

院
の
医
師
等
医
療
従
事
者
の
確
保
、
高

度
医
療
機
器
の
更
新
に
よ
る
機
能
の
充

実
を
求
め
る
請
願
」
が
採
択
さ
れ
、
意

見
書
を
県
に
提
出
し
ま
し
た
。（
７
ペ
ー

ジ
参
照
）
当
地
域
で
の
医
療
の
充
実
は
、

極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望

は
、
議
会
と
し
て
も
情
報
共
有
に
努
め
、

活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　保護者の皆様から子育てや地域の課題について、多くのご意見をいただきました。

２



くじ市議会だより　№82５ ４

美術大学を卒業しアトリエ・工房の開業を目指す山下さん

議案Ｐｉｃｋ ｕｐ
こんなことが

決まりました

今回の議案等は 33 件

この中から７つをピックアッ
プして紹介します。

全ての議案の審議結果などは、市
議会ホームページをご覧ください。

ＱＲコードからホームページを閲覧できます

■ ホームページアドレス
http://www.city.kuji.iwate.jp/gikai/

スマホでピッ！

詳しくは ホームページ

第９回定例会議

市長提出議案………23件
議長提出議案………３件
請願…………………２件
報告（その他）……５件

12月５日㈭~20日㈮　(16日間)

低所得者を支援する給付
事業の経費、災害復旧経
費などを可決！
　第９回定例会議に提案された一般会計補正予算第６号、
第７号、第８号を審議。国・県支出金の内定による事業費
の調整や、低所得者支援給付事業を実施するため、緊急的
に必要となる経費などの補正予算を可決しました。

令和６年台風第５号により被害のあっ
た市道間木平線

ナラ枯れ病の被害木の調査（写真は高
館市民の森）

 Ｐｉｃｋ ｕｐ 1 一般会計補正予算10億3772万８千円を可決

【
教
育
費
】

●
教
師
用
教
科
書
指
導
書
購
入
経
費

　
　
　
　
　
　
　

２
３
２
５
万
４
千
円

●
久
慈
湊
小
学
校
移
転
改
築
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
２
５
８
万
円

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
全
国
大
会
等
出
場
経

費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

３
９
２
万
７
千
円

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
費　

　
　
　
　
　
　
　
　

８
４
７
万
４
千
円

●
学
校
維
持
修
繕
経
費　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
６
万
３
千
円

●
中
学
校
文
化
・
体
育
大
会
参
加
補
助

金
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
７
万
６
千
円

●
移
動
図
書
館
車
管
理
経
費　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
万
７
千
円

●
体
育
施
設
維
持
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
４
万
６
千
円

【
災
害
復
旧
経
費
】

●
令
和
６
年
台
風
第
５
号
災
害
に
係
る

災
害
復
旧
経
費

　
　
　
　
　

１
億
３
２
６
５
万
３
千
円

●
河
川
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
９
３
６
万
円

●
林
業
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　

１
０
９
７
万
９
千
円

●
都
市
公
園
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　

９
４
７
９
万
８
千
円

　
　

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
補
正
前
で
２
３
１
億
４
３
９
１
万

６
千
円
。

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
で
は
７
億
２
１
２
０
万
円
を
、
同

補
正
予
算
（
第
７
号
）
で
は
１
億
５
６

４
３
万
１
千
円
を
、
同
補
正
予
算
（
第

８
号
）
で
は
１
億
６
０
０
９
万
７
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

２
４
１
億
８
１
６
４
万
４
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
下
記
の
表
を
参
照
）

　　

【
総
務
費
】

●
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
返
還
（
給
食
費
高
騰
対
策
に
係
る

会
計
検
査
指
摘
分
の
国
庫
返
還
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
万
１
千
円

●
台
風
第
５
号
災
害
に
係
る
三
陸
鉄
道

の
復
旧
事
業
経
費
負
担
金　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
９
万
３
千
円

●
三
陸
鉄
道
運
行
支
援
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
３
３
万
円

【
民
生
費
】

●
福
祉
灯
油
等
購
入
費
助
成
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

２
７
６
６
万
８
千
円

●
久
慈
広
域
連
合
介
護
保
険
負
担
金　

　
　
　
　
　
　
　

４
３
６
７
万
６
千
円

●
保
育
所
等
性
被
害
防
止
対
策
設
備
等

支
援
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
万
５
千
円

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
金
給
付
事
業
費

　
　
　
　
　

１
億
４
８
０
５
万
９
千
円

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
金
子
ど
も
加
算
給
付
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
３
万
８
千
円

●
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

８
２
４
４
万
１
千
円

【
衛
生
費
】

●
広
域
連
合
塵
芥
処
理
負
担
金　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

９
５
０
万
２
千
円

●
久
慈
広
域
連
合
し
尿
処
理
負
担
金　

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
５
万
６
千
円

●
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

６
７
３
万
８
千
円

【
農
林
水
産
業
費
】

●
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
等
の
購
入
に
関

す
る
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

１
１
２
４
万
９
千
円

●
国
の
分
収
林
立
木
売
り
払
い
に
係
る

造
林
組
合
へ
の
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
７
万
２
千
円

●
市
内
で
発
生
す
る
ナ
ラ
枯
れ
病
へ
の

対
応
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
４
千
円

【
商
工
費
】

●
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
に
係

る
営
業
開
始
準
備
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
８
万
９
千
円

【
消
防
費
】

●
広
域
連
合
消
防
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　

１
７
２
８
万
７
千
円

●
自
主
防
災
組
織
資
機
材
整
備
費
等
補

助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
７
万
２
千
円

■ 

補
正
後
の
予
算
総
額

■ 

追
加
し
た
主
な
事
業



議案Pick up

くじ市議会だより　№82

一般会計決算に対する附帯決議案の採決。全会一致で議決しました

答

６７

■ 

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

　
　

個
人
使
用
に
お
い
て
児
童
生

徒
、
一
般
を
一
律
10
％
の
値
上
げ
と

す
る
の
は
機
械
的
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　

電
気
料
や
燃
油
料
の
高
騰
分
を

す
べ
て
料
金
に
転
嫁
せ
ず
、
政
策
的

な
判
断
で
10
％
の
値
上
げ
と
し
て
い

る
。
な
お
、
子
ど
も
料
金
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
料
金
体
系
に
お
い
て
す

で
に
一
定
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

今
回
の
手
数
料
値
上
げ
は
、
市

の
財
政
健
全
化
が
背
景
に
あ
る
の

か
。

　
　

そ
の
認
識
の
と
お
り
取
り
組
ん

で
い
る
。
現
行
料
金
の
適
正
さ
に
つ

い
て
は
３
年
ご
と
に
検
討
し
て
い
る

が
、
使
用
料
は
必
要
額
を
す
べ
て
賄

う
も
の
で
は
な
く
、
不
足
分
に
つ
い

て
は
税
金
で
補
填
し
て
い
る
。
一
定

の
受
益
者
負
担
の
考
え
方
は
妥
当
で

あ
る
と
考
え
る
。

議案Pick up

65
施
設
の
使
用
料
等
改
定
を
決
定

山
形
総
合
セ
ン
タ
ー
条

例
等
の
一
部
を
改
正
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「
山
形
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ
い
て

総
務
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
会
議
に
お
い

て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

主
な
内
容

　

令
和
２
年
度
と
比
較
し
、
現
在
は

電
気
料
が
約
35
％
増
（
１
・
35
倍
）、

燃
油
が
約
１
５
０
％
増
（
２
・
50
倍
）

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
物
価
高
騰
額

の
一
部
を
反
映
さ
せ
る
形
で
、
現
行

使
用
料
等
を
一
律
10
％
引
き
上
げ
る

も
の
で
あ
る
。
対
象
は
市
民
体
育
館

な
ど
65
施
設
で
、
市
の
試
算
に
よ
る

見
直
し
効
果
額
は
約
１
５
６
０
万
円

に
の
ぼ
る
。
施
行
期
日
は
令
和
７
年

４
月
１
日
と
し
、
令
和
７
年
１
月
か

ら
３
月
ま
で
を
市
民
へ
の
周
知
期
間

と
し
て
い
る
。

に
超
え
て
残
業
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
。
今
、
学
校
現
場
で
は
、
教
員
希

望
者
の
減
少
に
加
え
、
病
気
休
職
者

の
増
加
や
早
期
退
職
者
の
増
加
な
ど
、

深
刻
な
教
職
員
不
足
に
よ
り
子
ど
も

た
ち
の
学
び
に
大
き
な
支
障
が
生
じ

て
お
り
、
長
時
間
労
働
の
是
正
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
教
職
員

の
勤
務
環
境
の
改
善
を
す
す
め
、
教

職
員
が
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
十

分
向
き
合
え
る
環
境
整
備
と
子
ど
も

た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
確
保
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
請
願
す
る
。

①
「
給
特
法
」
を
廃
止
し
労
働
基
準

法
を
完
全
適
用
と
す
る
こ
と
。

②
実
効
性
あ
る
学
校
の
働
き
方
改
革

を
す
す
め
る
観
点
か
ら
、
国
と
し
て

具
体
的
業
務
削
減
策
を
示
す
こ
と
。

■ 

委
員
間
討
議

●
教
員
希
望
者
が
減
少
し
て
い
く
中

で
、
教
職
員
の
働
き
方
も
改
善
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

■ 

請
願
名
及
び
議
決
結
果

　「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の

教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
廃
止
及
び
実
効
性
あ
る
学

校
の
働
き
方
改
革
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
」

を
教
育
民
生
委
員
会
で
審
査
し
た
結

果
、
全
員
異
議
な
く
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
会

議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
、

国
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

■ 

請
願
者

　

岩
手
県
教
職
員
組
合
県
北
支
部

　
　
　
　

支
部
長　
　

小
関　

高
博

■ 

請
願
の
趣
旨

　

昭
和
46
年
に
制
定
さ
れ
た
「
公
立

の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以

下
「
給
特
法
」）
で
は
、
一
律
に
給

与
月
額
の
４
％
を
教
職
調
整
額
と
し

て
支
給
し
、
時
間
外
勤
務
手
当
を
支

給
し
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
教
職
調
整
額
相
当
額
を
は
る
か

国
の
関
係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出
の
請
願

「
給
特
法
」
の
廃
止
及

び
学
校
の
働
き
方
改
革
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ク
タ
ー
ヘ
リ
で
盛
岡
や
八
戸
に
運
ば

れ
る
。
ま
た
、
今
ま
で
受
け
る
こ
と

が
出
来
た
が
ん
治
療
な
ど
の
高
度
・

専
門
治
療
や
血
管
撮
影
装
置
な
ど
の

高
度
医
療
機
器
で
の
検
査
が
県
立
中

央
病
院
で
な
け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
る
。
県
内
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
、
良
質
な
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
次
の
と
お

り
請
願
す
る
。

①
県
立
久
慈
病
院
に
、
脳
神
経
外
科
、

産
婦
人
科
、
小
児
科
の
医
師
を
複
数

配
置
し
基
幹
病
院
と
し
て
充
実
し
た

医
療
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

②
皮
膚
科
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
、
呼

吸
器
内
科
の
常
勤
医
を
配
置
す
る
こ

と
。

③
高
度
医
療
機
器
（
血
管
撮
影
装
置
、

放
射
線
治
療
装
置
な
ど
）
の
充
実
を

図
る
こ
と
。

④
久
慈
医
療
圏
内
で
二
次
保
健
医
療

が
完
結
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
。

県
や
関
係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出
の
請
願

医
療
従
事
者
の
確
保
・

高
度
医
療
機
器
の
更
新

■ 

請
願
名
及
び
議
決
結
果

　
「
県
立
久
慈
病
院
の
医
師
等
医
療

従
事
者
の
確
保
、
高
度
医
療
機
器
の

更
新
に
よ
る
機
能
の
充
実
を
求
め
る

請
願
」
を
教
育
民
生
委
員
会
で
審
査

し
た
結
果
、
全
員
異
議
な
く
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決

し
、
県
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

■ 

請
願
者

　

久
慈
地
域
医
療
を
守
る
会

　
　
　
　

   

代
表　
　

韮
山　

弘
子

■ 

請
願
の
趣
旨 

　

県
立
久
慈
病
院
の
診
療
科
は
２
０

２
４
年
10
月
で
21
科
あ
る
が
、
脳
神

経
外
科
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
な
ど

7
科
は
常
勤
医
が
1
人
で
あ
る
。
皮

膚
科
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
、
呼
吸
器

内
科
な
ど
6
科
に
は
常
勤
医
が
い
な

い
。２
０
２
３
年
4
月
か
ら
は
脳
神

経
外
科
医
師
の
減
少
に
伴
い
手
術
に

対
応
で
き
な
く
な
り
、
く
も
膜
下
出

血
や
脳
卒
中
な
ど
で
倒
れ
た
時
は
ド
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山
形
地
区
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
事
業
の
用
に
供
す
る
土
地
及

び
建
物
を
、
そ
れ
ぞ
れ
令
和
７
年
4

月
1
日
付
で
無
償
譲
渡
す
る
も
の
。

■ 

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

　
　
危
険
区
域
で
施
設
廃
止
と
な
る

山
根
地
区
の
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

今
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

山
根
地
区
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
令
和
６
年
４
月
か
ら
休
止
し

て
お
り
、
同
施
設
を
利
用
し
て
い
た

方
々
は
他
の
事
業
所
に
お
い
て
継
続

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
の
区
域
を
山
根
地
区
ま

で
拡
大
す
る
事
業
所
も
増
え
て
い
る
。

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

養
寿
荘
な
ど
の
土
地
・

建
物
を
無
償
譲
渡

　

議
案
第
５
号
「
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
」、議
案
第
10
号
及
び
第
11
号
「
財

産
の
譲
渡
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」
を
教
育
民
生
委
員
会

で
審
査
し
た
結
果
、
全
員
異
議
な
く

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

主
な
内
容

　

議
案
第
５
号
は
、
市
が
設
置
す
る

老
人
福
祉
施
設
等
を
民
間
に
移
管
す

る
と
と
も
に
老
朽
化
等
に
よ
り
事
業

の
再
開
が
困
難
な
休
止
施
設
の
状
況

を
総
合
的
に
判
断
し
、
元
気
の
泉
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ほ
か
７
施
設

に
係
る
条
例
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
議
案
第
10
号
は
、
社
会
福
祉

法
人
久
慈
市
社
会
福
祉
事
業
団
に
養

寿
荘
な
ど
の
事
業
の
用
に
供
す
る
土

地
及
び
建
物
を
、
議
案
第
11
号
は
、

社
会
福
祉
法
人
山
形
福
祉
会
に
対
し
、

市から民間に譲渡されても利用方法
などの変更はない方向で進められる
（写真は養寿荘）
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質

質 答答 質



決
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

■ 

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

　
　

津
波
避
難
施
設
を
有
す
る
校
舎

建
設
と
い
う
こ
と
で
文
部
科
学
省
以

外
か
ら
の
設
備
工
事
な
ど
へ
の
嵩
上

げ
補
助
額
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

　
　

全
体
予
算
が
44
・
５
億
円
。

そ
の
う
ち
、
文
部
科
学
省
の
補
助
が

７
億
円
。
津
波
避
難
施
設
の
位
置
付

け
に
よ
り
国
土
交
通
省
か
ら
５
億
円

の
補
助
を
受
け
る
見
込
み
で
あ
る
。

議案Pick upぎかいNEWS
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質答

■ 

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

　
　

令
和
７
年
４
月
以
降
、
新
た
な

指
定
管
理
者
と
ど
の
よ
う
に
意
見
交

換
等
を
行
う
の
か
。

　
　

月
1
回
の
定
例
会
議
で
、
経
営

状
況
の
把
握
を
行
っ
て
い
く
。
意
見

の
す
り
合
わ
せ
も
、
こ
れ
ま
で
通
り

行
っ
て
い
く
。

　
　

市
内
や
山
根
地
区
と
の
交
流
、

連
携
は
。

　
　

地
元
食
材
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ

ー
の
展
開
や
田
楽
づ
く
り
体
験
等
、

連
携
す
る
計
画
が
あ
り
、
市
と
し
て

も
関
与
し
な
が
ら
、
う
ま
く
い
く
よ

う
取
り
計
ら
っ
て
い
き
た
い
。

　
「
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
し
議

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
を
産

業
建
設
委
員
会
で
現
地
調
査
を
行
っ

た
上
で
審
査
し
た
結
果
、
全
員
異
議

な
く
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

主
な
内
容

　

久
慈
市
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
（
新

山
根
温
泉
べ
っ
ぴ
ん
の
湯
）
の
管
理

運
営
を
、
令
和
７
年
度
か
ら
３
年
間
、

別
嬪（
べ
っ
ぴ
ん
）コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

サ
ー
ビ
ス
合
同
会
社
に
行
わ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
。
同
社
は
、
温
泉
利
用

施
設
や
宿
泊
施
設
等
の
運
営
を
行
う
、

令
和
６
年
８
月
に
設
立
さ
れ
た
会
社

で
あ
り
、
積
極
的
な
情
報
発
信
や
旬

の
食
材
の
活
用
、
市
民
割
の
実
施
等

の
ほ
か
、
山
根
地
域
を
舞
台
と
し
た

体
験
事
業
の
展
開
を
計
画
し
て
い
る
。

 

令
和
７
年
４
月
か
ら
の
指
定
管
理
者
の
指
定

久
慈
市
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
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造成工事が進められている久慈湊
小学校建設予定地

久
慈
湊
小
学
校
の
整
備
に
向
け
て

移
転
改
築
に
係
る
工
事

契
約
議
案
３
件
を
議
決
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議
案
第
６
号
「
久
慈
市
立
久
慈
湊

小
学
校
移
転
改
築
主※

体
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
」、議
案
第
７
号
「
久

慈
市
立
久
慈
湊
小
学
校
移
転
改
築
電

気
設
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に

関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」
及
び
議
案
第
８
号
「
久
慈
市
立

久
慈
湊
小
学
校
移
転
改
築
機
械
設
備

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
以
上

３
議
案
を
教
育
民
生
委
員
会
で
一
括

審
査
し
た
結
果
、
全
員
異
議
な
く
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

主
な
内
容

　

主
体
工
事
を
株
式
会
社
新
田
組
、

電
気
設
備
工
事
を
株
式
会
社
葛
巻
電

気
、
機
械
設
備
工
事
を
株
式
会
社
カ

ネ
ヨ
シ
水
道
工
業
所
と
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
議
会
の
議

　松田　文登　氏　（㈱ヘラルボニー代表取締役ＣｏーＣＥＯ）　

　及び　田﨑　史郎　氏　（政治ジャーナリスト）を講師に迎え

　研修

目
標
で
あ
る
、

①
国
内
外
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
作 

　

家
の
ア
ー
ト
作
品
を
製
品
化
及
び

　

ブ
ラ
ン
ド
の
運
営

②
盛
岡
市
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

　

運
営

な
ど
福
祉
を
起
点
に
新
た
な
文
化
を

創
造
す
る
事
業
が
着
々
と
進
み
、

２
０
２
４
年
に
は
従
業
員
50
名
余
り

に
な
っ
た
。
日
本
を
変
え
る
30 

歳

未
満
の
30
人
「
Ｆ
ｏ
r
ｂ
ｅ
ｓ 

30

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ 

30 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
な

ど
数
々
受
賞
。
最
近
は
異
彩
作
家
の

家
族
な
ど
か
ら
感
謝
の
手
紙
が
届
い

て
い
る
。

【
第
二
部
】

　
「
日
本
政
治
の
舞
台
裏
」

　
　
　
　
　
　
　

田た

﨑ざ
き　

史し

郎ろ
う　

氏

　

44
年
間
の
政
治
記
者
活
動
で
心
が

け
た
こ
と
は
、

①
時
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
総
理
大

　

臣
と
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

を
取
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

②
取
材
を
通
じ
て
事
実
を
把
握
す
る

　

こ
と
。

大
変
難
し
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
を
ほ

ど
よ
く
継
続
で
き
た
の
は
、
役
職
か

ら
退
く
政
治
家
と
の
付
き
合
い
を
大

■ 

概
要

　

11
月
20
日
に
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
を
会
場
に
14
市
の
市
議
会
議
員
２

６
０
名
余
が
集
ま
り
、
岩
手
県
市
議

会
議
長
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

当
市
議
会
か
ら
16
名
の
議
員
と
事
務

局
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、

時
宜
を
得
た
貴
重
な
内
容
で
し
た
。

【
第
一
部
】

　
「
異
彩
を
、
放
て
。」

　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

田だ　

文ふ
み

登と　

氏

　

双
子
の
兄
弟
、
松
田
文
登
、
崇
弥

が
４
歳
年
上
の
重
度
知
的
障
が
い
を

伴
う
自
閉
症
の
兄
、
翔
太
が
幼
少
の

こ
ろ
に
自
由
帳
に
記
し
た
「
ヘ
ラ
ル

ボ
ニ
ー
」
と
い
う
謎
の
単
語
を
社
名

に
起
業
を
考
え
た
。
銀
行
員
の
父
と

教
師
の
母
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
猛
反

対
さ
れ
た
が
、
専
門
的
な
美
術
教
育

を
受
け
て
い
な
い
異
彩
作
家
（
知
的

障
が
い
者
な
ど
）
の
作
品
が
正
当
に

評
価
さ
れ
、
作
家
が
創
作
活
動
を
自

由
に
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
２
０
１
８
年
７
月
盛
岡

市
で
会
社
を
設
立
し
た
。

　

切
に
し
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
記
者
活
動
で
偉
大
な

政
治
家
だ
と
感
じ
た
の
は
田
中
角
栄

氏
、
安
倍
晋
三
氏
で
あ
る
。
ど
ち
ら

も
総
理
大
臣
経
験
者
で
１
０
０
人
を

超
え
る
派
閥
の
領
袖
で
あ
っ
た
。
人

の
心
を
読
み
、
ま
と
め
る
能
力
が
突

出
し
て
い
た
。
田
中
角
栄
氏
の
弟
子
、

石
破
茂
氏
が
自
民
党
の
総
裁
選
決
選

投
票
で
勝
利
し
た
が
、
各
候
補
者
得

票
数
で
不
可
解
な
点
が
あ
っ
た
。
政

治
の
舞
台
裏
は
複
雑
で
政
治
記
者
が

取
材
を
駆
使
し
て
も
詳
細
を
把
握
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
。
最
近
の
選
挙

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
新
た
な
情
報
伝
達

手
段
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
地
方
議
員
も
、
よ
り
研
究
す
べ

き
と
考
え
る
。

　 　講演開始を待つ久慈市議会のメンバー　　
　　　　　　　　　

議  員
研  修

岩手県市議会議長会　議員研修会報告　

久慈市交流促進センター（新山根
温泉べっぴんの湯）での現地調査

質 質答 答

※主体工事…建物の主要構造部 ( 基礎、壁、柱、床及び内装等 )
　　　　　　をつくる工事



　　浮体式洋上風力発電事業を通じた
　　地域振興と人口減少対策など意見交換を行う
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ぎかいNEWS

　浮体式洋上風力発電事業について、テーマに沿いながら活発な意見交換が出来ました。
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かだって
会　議

　

久
慈
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
を
お
迎

え
し
、
現
在
、
久
慈
市
が
取
り
組
ん
で

い
る
洋
上
風
力
発
電
事
業
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
こ
れ
ま
で
双
方
で
取
り
組
ん
で

き
た
活
動
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

■ 

産
業
建
設
委
員
会
の
取
組

 　

久
慈
市
議
会
で
は
市
政
課
題
の
調

査
・
研
究
を
通
じ
、
政
策
を
提
言
す
る

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
６
回
期
の
久
慈
市
議
会
産
業
建
設

委
員
会
で
は
、「
浮
体
式
洋
上
風
力
発

電
事
業
を
通
じ
た
地
域
振
興
と
人
口
減

少
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、
取
組

を
進
め
て
お
り
、
先
進
地
視
察
や
久
慈

商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
を
通
じ
て
、

浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
事
業
が
実
現
し

た
際
の
波
及
効
果
を
よ
り
広
く
大
き
な

も
の
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
実
効
性

の
あ
る
政
策
提
言
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

■ 

今
回
の
目
的

　

今
回
の
意
見
交
換
で
は
、
産
業
建
設

委
員
会
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
視
察
等
の

内
容
を
報
告
し
、
久
慈
商
工
会
議
所
の

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
情
報
共
有
と
テ
ー
マ
を
分
け
て

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
相
互
に
理

解
を
深
め
る
こ
と
、
実
現
性
の
高
い
政

策
提
言
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
し
た
。

■ 

概
要

　
令
和
６
年
11
月
19
日
、
久
慈
市
情
報

交
流
セ
ン
タ
ー
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
の

１
階
多
目
的
室
で
開
催
。

　

は
じ
め
に
産
業
建
設
委
員
会
が
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
の
経
緯
と
北
海
道
石
狩
市
、
青

森
県
鰺
ヶ
沢
町
、
秋
田
県
秋
田
市
等
を

視
察
し
た
内
容
を
共
有
し
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
久
慈
商
工
会
議
所
が
令
和

３
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
洋
上
風

力
発
電
関
連
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
状
況
や

視
察
状
況
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
に
対
し
て
質
疑

が
出
さ
れ
る
な
ど
、
相
互
の
取
組
に

対
し
、
積
極
的
な
情
報
交
換
と
な
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
事

業
を
通
じ
た
取
組
に
つ
い
て
、
以
下

３
つ
の
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。　

【
テ
ー
マ
】

①
地
域
企
業
の
参
画
や
地
元
人
材
の

　

育
成
に
つ
い
て

②
観
光
、
宿
泊
、
飲
食
等
地
元
事
業

　

者
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て

③
洋
上
風
力
に
よ
っ
て
発
電
し
た
電

　

気
の
利
活
用
に
つ
い
て

　　

約
２
時
間
に
わ
た
り
活
発
な
情
報

共
有
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
実
り

多
い
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

意
見
交
換
の
主
な
内
容

①
地
域
企
業
の
参
画
や
地
元
人
材
の
育

成
に
つ
い
て

●
地
元
の
企
業
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、

建
設
か
ら
運
転
ま
で
の
フ
ェ
ー
ズ
ご
と

の
情
報
等
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
何
が

で
き
る
か
、
何
を
用
意
す
べ
き
か
を
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

●
実
際
に
参
画
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

も
う
一
つ
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と

が
必
要
。

●
先
進
地
の
例
を
見
る
と
、
岩
手
県
の

役
割
も
重
要
で
あ
り
、
人
材
育
成
を
含

め
連
携
し
た
取
組
を
期
待
し
た
い
。

●
人
口
減
少
の
中
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ

タ
ー
ン
の
よ
り
一
層
の
推
進
や
、
外
国

人
材
の
活
用
な
ど
様
々
な
方
策
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

②
観
光
、
宿
泊
、
飲
食
等
地
元
事
業
者

へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て

●
北
海
道
石
狩
市
で
は
、
社
会
増
で
人

口
が
増
え
て
お
り
、
事
業
が
実
現
す
る

こ
と
で
賑
わ
い
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
。

●
視
察
に
行
っ
た
先
進
地
で
は
宿
泊
や

飲
食
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
こ
と

を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

●
宿
泊
業
等
関
係
者
も
現
時
点
で
は
動

き
が
と
れ
ず
、
事
業
化
が
具
体
的
な
形

で
見
え
て
く
れ
ば
検
討
が
進
む
と
考
え

て
い
る
。

●
県
南
地
域
の
大
規
模
な
工
場
建
設
で

は
１
日
あ
た
り
１
０
０
０
食
の
弁
当
の

発
注
が
あ
る
な
ど
波
及
効
果
が
大
き
い
。

洋
上
風
力
発
電
事
業
で
も
大
き
な
波
及

効
果
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
対
応
で

き
る
よ
う
な
体
制
構
築
が
必
要
。

●
新
た
な
企
業
の
立
地
や
交
流
人
口
の

増
加
で
、
ホ
テ
ル
の
新
築
な
ど
の
大
規

模
な
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
に
よ
る
市

内
経
済
の
活
性
化
・
飲
食
・
宿
泊
等
へ

の
波
及
効
果
の
最
大
化
が
見
込
ま
れ
る
。

③
洋
上
風
力
に
よ
っ
て
発
電
し
た
電
気

の
利
活
用
に
つ
い
て

●
発
電
し
た
電
気
の
う
ち
、
余
剰
分
を

地
域
で
活
用
し
、
新
た
な
企
業
の
立
地

を
進
め
る
な
ど
が
必
要
。

■ 

そ
の
他
の
意
見

●
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
大
船
渡
地
域

で
も
取
組
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、
久
慈

地
域
で
も
官
民
が
連
携
し
た
取
組
が
必

要
。

●
（
仮
称
）
久
慈
内
陸
道
路
や
平
庭
ト

ン
ネ
ル
の
整
備
を
含
め
た
国
道
２
８
１

号
の
高
規
格
化
に
取
り
組
む
べ
き
。
久

慈
・
盛
岡
間
の
い
わ
ゆ
る
90
分
構
想
の

実
現
に
向
け
議
会
と
商
工
会
議
所
で
連

携
し
て
い
き
た
い
。

●
市
内
で
は
、
海
や
魚
に
関
連
す
る
イ

ベ
ン
ト
等
が
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
が

あ
る
。
主
体
と
な
る
団
体
に
よ
る
運
営

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、

海
の
町
、
魚
の
町
と
し
て
、
こ
の
ま
ま

で
い
い
の
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

●
観
光
客
が
来
る
よ
う
な
街
づ
く
り
が

必
要
で
あ
り
、
議
会
と
し
て
も
研
究
し

て
い
き
た
い
。

■ 

意
見
交
換
会
を
終
え
て

　
令
和
３
年
９
月
13
日
、
経
済
産
業
省

及
び
国
土
交
通
省
か
ら
久
慈
市
沖
が
再

エ
ネ
海
域
利
用
法
等
に
基
づ
く
「
準
備

区
域
」に
整
理
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、「
有

望
区
域
」
や
「
促
進
区
域
」
へ
の
指
定

を
目
指
し
て
い
る
久
慈
市
の
現
状
と
今

後
の
事
業
化
に
向
け
た
課
題
の
一
部
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
時
間
で
し
た
が
、
相
互
に
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

　

洋
上
風
力
発
電
事
業
の
他
に
も
、
道

路
整
備
や
産
業
振
興
な
ど
多
様
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
貴
重
な
意
見
交
換
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
調
査
・
研
究
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
久
慈
商
工
会
議
所
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
、

久
慈
市
に
求
め
ら
れ
る
政
策
の
形
成
や

着
実
な
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

■ 意見交換会（かだって
　  会議）に出席した方々

●久慈商工会議所
　会　　頭　山王　敏彦　
　副  会  頭　谷地　　譲　
　  建設業部会長　橋本　　實　
　専務理事　一田　昭彦　
　地域振興課長　  石渡　　範　
　経営支援課長　松村　朋宏 

●産業建設委員会
　委  員  長　小倉　利之
　副委員長　山田　　光
　委　　員　川村　妙子
　委　　員　久保　繁明
　委　　員　小林　光彦
　委　　員　清水　崇文

久慈商工会議所と久慈市議会産業建設委員会との
　　　　　　　　　　　意見交換会（か

※

だって会議）

※
か
だ
っ
て
会
議
…
市
民
と
議
会
が
協
働
し
市
政
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
会
議
で
す
。

久慈市沖浮体式洋上風力発電
事業（イメージ）



◆５日…本会議（初日）、総務委員会
　　　　教育民生委員会、産業建設委員会
　　　　広聴広報会議
◆10日…本会議（一般質問）
　　　　議会運営委員会、会派代表者協議会
◆11日…本会議（一般質問）
◆13日…総務委員会
　　　　（議案審査、所管事務調査）
◆16日…教育民生委員会（議案審査）
◆17日…産業建設委員会（議案審査）
◆18日…会派代表者協議会、議会運営委員会
◆20日…本会議（最終）、議会運営委員会
　　　　広聴広報会議

■１月
◆15・16日…議会運営委員会（行政視察）
◆23日…議会運営委員会
　　　　総務委員会（所管事務調査）
　　　　広聴広報会議
　　　　久慈商工会議所商業部会との懇談会
◆24日…広聴広報会議
◆27日…臨時会議
　　　　総務委員会（所管事務調査）
　　　　教育民生委員会（所管事務調査）
◆28・29日…教育民生委員会（行政視察）

舘石地区側から約700メートルの
詳細設計を進めているところであ
る。順次、用地取得を進め、来年
度以降の拡幅工事の着手に向けて
取り組んでいく。

12

賛否の公表
他の案件は全員異議なく可決されています。

【凡例】　○…賛成、●…反対、欠…欠席、棄…棄権
　　　　議長（濱欠明宏）は採決に加わりません

※
共
産
…
日
本
共
産
党
久
慈
市
議
団

■ 11月
◆１日…広聴広報会議　
◆５日…議会改革推進会議
　　　　議会のあり方検討会議
◆７日…議会運営委員会
◆８日…行政視察（受入：岩手県釜石市議会）
◆12日…産業建設委員会（所管事務調査）
◆14日…広聴広報会議
◆15日…事務事業説明会、議員全員協議会
　　　　議会運営委員会
◆19日…産業建設委員会意見交換会
　　　　（相手方：久慈商工会議所）　　　　
◆20日…岩手県市議会議長会議員研修会
◆21日…会派代表者協議会
　　　　議会運営委員会
◆21・22日…総務委員会（行政視察）
◆27日…行政視察（受入：秋田県藤里町議会）
◆29日…議案説明会、事務事業説明会

■ 12月
◆３日… 会派代表者協議会、議会運営委員会

議員が出席した主な会議や研修会などをお知
らせします（期間：11 月１日～１月 31 日）

くじ市議会だより　№8213

全ての議案等はホームページに掲載。
ＱＲコードからも閲覧できます。

ぎかいNEWSぎかいNEWS

あの質問どうなった？追跡レポート
過去の一般質問で、市に提言した内容がどのよ
うに反映されたのか、これまでの経過や現状を
追跡しました。

災害時に小袖、三崎、久喜地区と市街地を結ぶ命の道

聴覚検査の器具。検査時間は 10 分程度で痛み
はない。助成を受けるには助成券が必要です

市道二子小袖沢線の整備経過と　　　　
　　　　　　　　　　　今後の見通し

● 平成30年６月
質
問
整備計画について教えてほしい。

当面、筆界が確定している区間を
拡幅整備するため、測量調査及び
詳細設計について今議会に補正予
算を計上している。

回
答

● 令和２年６月

質
問

拡幅工事に係る進捗状況を教えて
ほしい。

回
答

● 

令
和
３
年
12
月

二子小袖沢線の整備状況

● 令和６年12月

議 員 名　
　議 案 等 　

審
議
結
果

反
対：

賛
成

政風会 くじ未来会議 新政会 共産（※）　　無所属
小
栁　

正
人

小
倉　

利
之

清
水　

崇
文

畑
中　

勇
吉

佐
々
木
栄
幸

大
沢　

俊
光

岩
城　
　

凌

下
川
原
光
昭

久
保　

繁
明

小
林　

光
彦

山
内　

七
恵

八
重
櫻
友
夫

中
平　

浩
志

河
野　

聡
平

山
田　
　

光

橋
上　

洋
子

城
内　

仲
悦

佐
々
木　

貴

川
村　

妙
子

濱
欠　

明
宏

刑法等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例

可
決 18:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ー

手数料条例改正及び国民健康
保険診療所使用料及び手数料
条例の一部を改正する条例

可
決 17:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ー

山形総合センター条例等の一
部を改正する条例

可
決 17:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ー

質
問

回
答

整備状況及び今後の見通しを教え
てほしい。
舘石地区側から約700メートルの
区間は改良整備を進めており、今
年度までに約530メートルの改良
が完了し、残る約170メートルも
早期に完了できるよう努めていく。
平沢地区までの約4,000メートル
の未改良区間は、土地の境界が未
確定な箇所が多く、用地取得には
相当の時間と費用を要することか
ら、財源確保に向けた取り組みを
継続しながら、待避所整備や部分
的な拡張も併せて検討していく。

　市道二子小袖沢線の概要　
　延長 6,526.9メートル。   津波等により県道野田長内線
　が通行できなくなった場合、代替路線として機能します。

【平沢地区】

【舘石地区】



一
般
質
問

　
市
が
取
り
組
む
事
業
や
施
策
の
内
容
に

つ
い
て
、
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
係
す
る

内
容
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

人６
今回の登壇者は

15

議員のつぶ

や
き

久
く ぼ

保 繁
し げ あ き

明
くじ未来会議

ポンプ場設置で被害は軽
減したが課題も残った

市長 … 　
　昨年より今年は
　　寒いような気がする。

▶久慈川河川公園のテニスコート
▶市民意見の把握、秋まつり　ほか

一般質問
録画映像

くじ市議会だより　№82

   二級河川沢川の新中の橋樋門
   強制排水ポンプゲート

持続可能な久慈地方、先導の戦略は

その他の
質問項目

▶結婚支援制度の取り組み
▶市民所得向上に向けた取り組み

経済を回し雇用と所得で
選ばれるまちに

市長 … 

大
お お さ わ

沢 俊
しゅんこう

光
政風会

　
　

三
陸
沿
岸
道
路
を
活
か
し
た
、
新
し
い
工

業
団
地
の
整
備
で
雇
用
拡
大
と
若
者
人
口
増
を
。

　
　

令
和
５
年
度
に
産
業
用
地
の
適
地
調
査
を

実
施
し
、
大
中
小
の
３
区
分
で
30
か
所
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
た
。
全
国
的
に
民
間
主
導
で
の
産

業
用
地
整
備
の
例
が
あ
り
、
今
後
可
能
性
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　

洋
上
風
力
発
電
と
水
産
業
の
共
存
・
連
携

に
よ
る
持
続
可
能
な
産
業
振
興
策
を
。

　
　

地
元
漁
船
漁
業
者
の
方
々
と
先
進
地
視
察

や
対
話
を
行
い
、
前
向
き
に
進
め
て
も
ら
い
た

い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
事
業
化
に
向

け
地
元
漁
業
者
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、

久
慈
市
漁
協
や
組
合
員
の
意
見
集
約
等
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
る
。

　
　

久
喜
小
学
校
敷
地
周
辺
の
環
境
整
備
を
。

　
　

ヘ
ビ
や
ハ
チ
が
出
る
件
は
把
握
し
て
お
り
、

学
校
と
連
携
し
て
対
策
を
検
討
す
る
。

　
　

ナ
ラ
枯
れ
対
策
と
し
て
神
奈
川
県
座
間
市

の
例
が
参
考
と
な
る
が
、
連
携
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

座
間
市
の
取
組
を
情
報
収
集
し
た
い
。

質答

議

員のつぶやき

持続可能な久慈市
「百年の計」は新しい工業
団地・風力発電事業で経
済成長の前進あり。

質

一般質問
録画映像

　
　

台
風
第
５
号
を
受
け
て
の
課
題
は
。　

　
　

孤
立
世
帯
の
発
生
、
市
内
で
道
路
冠
水
、

床
下
浸
水
に
よ
る
建
物
被
害
の
他
、
避
難
指
示

発
令
に
対
す
る
避
難
者
数
が
少
な
か
っ
た
。　

　
　

水
路
の
ゴ
ミ
取
り
ス
ク
リ
ー
ン
を
可
動
化

に
変
更
は
。

　
　

暗
※
あ
ん

渠き
ょ

内
へ
の
ご
み
の
流
出
、
安
全
対
策
と

し
て
固
定
式
を
5
か
所
設
置
し
て
い
る
。
可
動

式
は
浸
水
被
害
の
抑
制
な
ど
課
題
解
決
に
は
有

効
な
手
段
。
財
政
状
況
を
勘
案
の
上
検
討
す
る
。

　
　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方
は
。

　
　

建
設
後
15
年
経
過
、
老
朽
化
に
よ
る
更
新

は
必
要
。
今
後
も
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

　
　

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
高
校
で
の

給
食
の
提
供
は
可
能
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

料
金
、
食
数
、
手
配
な
ど
様
々
課
題
は
あ

る
が
時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
。

　
　
協
議
会
を
設
置
し
た
部
活
の
地
域
移
行
の

現
状
把
握
に
基
づ
く
今
後
の
方
向
性
は
。　
　

　
　

9
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
結
果

を
分
析
し
、
さ
ら
に
具
体
的
に
協
議
す
る
。

質答

14

ぎかいNEWS一般質問

  拡張が期待される拠点工業団地 

■ 分野別の質問項目

答

その他の
質問項目

会派代表質問

答質質答

　台風第5号水害対策の検証と課題は

分野 質問項目 質問者 ㌻

市
の
姿
勢
・
ま
ち
づ
く
り

市勢功労者の対象者選出 山田 16

都市計画マスタープランの見直し 山田 16

所得税が改正した場合の本市への影響 山田 16

「３年目公募」削除による対応 城内 16

投票率向上のための移動支援 佐々木 (貴 ) 17

行財政改革の方向性 岩城 18

市職員の健康管理 佐々木 (栄 ) 19

福
祉
・
医
療
・
教
育

学校給食センターの今後のあり方 久保 15

部活の地域移行に伴う方向性 久保 15

久喜小学校の環境整備 大沢 15

県立久慈病院医師確保の取り組み 城内 16

「定期接種」における費用の助成 川村 17

ふれあいサロンへの助成 川村 17

校務支援システムのサポート体制 佐々木 (貴 ) 17

小中学校の暖房費 橋上 18

子どもの医療及び相談体制 河野 18

観
光
・
産
業

新しい工業団地の整備 大沢 15

持続可能な産業振興策 大沢 15

ナラ枯れ対策に係る他自治体との連携 大沢 15

道の駅いわて北三陸の騒音対策 山内 18

洋上風力発電事業の経過状況 小栁 19

安
心
・
安
全
・
そ
の
他

令和６年台風第５号水害の課題 久保 15

水路のゴミ取りスクリーンの可動化 久保 15

市民協働道路等維持補修事業の見直し 城内 16

市道山岸線大川目地内の側溝補修 川村 17

今年の除雪対策 山内 18

市道の凸凹の補修 下川原   18

災害時の避難所のあり方 中平   18

小屋畑川流木対策の協議経過 小倉 19

平成 28 年台風第 10 号災害の見解 畑中 19

補捉工整備で洪水対策 畑中   19

聞きたーい

答 質

質 質答答

質答

※暗渠…地下に埋設した水路



くじ市議会だより　№8217 1016

個人質問

その他の
質問項目

▶久慈市HPでの情報発信
▶能登地方への災害復旧支援の継続を　

表彰条例を定め選定して
いる

市長 … 

　新政会
　
　

市
勢
功
労
者
表
彰
の
対
象
者
選
出
に
あ
た

り
、
年
齢
や
経
験
年
数
の
基
準
に
満
た
な
い
者

へ
の
配
慮
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

市
で
は
表
彰
条
例
を
定
め
、
こ
れ
ま
で
一

定
年
数
の
基
準
で
選
定
し
て
い
た
。
今
後
、
ど

の
よ
う
な
基
準
が
よ
い
か
検
討
し
て
い
く
。

　
　

県
が
公
表
し
た
地
震
・
津
波
被
害
想
定
で

は
甚
大
な
被
害
が
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
災
害

に
強
い
都
市
構
想
を
目
指
し
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

現
段
階
で
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
改
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、
新
た
に
立
地
適

正
化
計
画
の
策
定
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

所
得
税
の
非
課
税
基
準
額
１
０
３
万
円
の

壁
を
改
正
し
た
場
合
の
本
市
へ
の
影
響
は
。

　
　

個
人
市
民
税
が
最
大
６
億
４
０
０
０
万
円

の
減
収
に
な
る
と
試
算
し
て
い
る
。

質

議

員のつぶやき

　
　地方自治も大変だなぁ。
考え方等千差万別だもの
な～。

一般質問
録画映像

質

会派代表質問

答

議員のつぶ

や
き

　会計年度任用職員の雇用安定を図れ
「３年目公募」の撤廃は
検討中

市長 … 

　
　

総
務
省
が
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導

入
等
に
向
け
た
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
改

正
し
、「
３
年
目
公
募
」
の
記
載
が
削
除
さ
れ

た
。
市
の
対
応
状
況
は
。

　
　
専
門
職
を
中
心
と
し
た
人
材
確
保
の
観
点

か
ら
、
改
正
を
踏
ま
え
た
運
用
や
人
事
評
価
の

方
法
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

自
治
労
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、

３
年
目
で
切
ら
れ
る
と
い
う
の
は
働
く
上
で
心

情
的
に
良
く
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

早
期
の
制
度
改
正
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
　

議
員
の
意
見
は
承
知
し
て
い
る
。
検
討
す

る
時
間
を
頂
き
た
い
。

　
　

市
民
協
働
道
路
等
維
持
補
修
事
業
の
上
限

額
は
、
平
成
18
年
の
事
業
ス
タ
ー
ト
以
来
50
万

円
の
ま
ま
だ
。
引
き
上
げ
が
必
要
だ
。

　
　

財
政
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　

久
慈
病
院
の
医
師
等
確
保
の
市
の
取
組
は
。

　
　

県
や
岩
手
医
大
な
ど
の
関
係
機
関
に
粘
り

強
く
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
県
と
共
同
で

医
師
等
養
成
の
修
学
資
金
貸
付
も
行
っ
て
い
る
。

質

　日本原水爆
被害者団体協議会が
ノーベル平和賞を受賞し
ました。万歳！その他の

質問項目
▶地震津波対策としての市庁舎のあり方
▶有害鳥獣対策とジビエ利活用の具体化　ほか

一般質問
録画映像

答

　地域住民が協力し合い作業する
　市民協働道路等維持補修事業

ぎかいNEWS一般質問

一般質問
録画映像

一般質問
録画映像

■ 

ど
な
た
で
も
議
会
を
傍
聴
で
き
ま
す

　

市
民
生
活
に
直
結
し
た
議
案
等
が
審
査
さ
れ

ま
す
の
で
、
市
政
を
身
近
に
知
る
た
め
に
も
傍

聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
令
和
６
年
11
月
27
日
付

で
改
正
し
た
傍
聴
規
則
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

●
傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
者

①
銃
器
そ
の
他
危
険
物
を
持
っ
て
い
る
者

②
酒
気
を
帯
び
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者

③
感
染
症
疾
患
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者

④
ビ
ラ
、
の
ぼ
り
の
類
を
持
っ
て
い
る
者

⑤
笛
、
太
鼓
そ
の
他
楽
器
類
を
持
っ
て
い
る
者

⑥
会
議
を
妨
害
し
、
又
は
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す

と
認
め
ら
れ
た
者

●
傍
聴
人
の
守
る
べ
き
事
項

①
議
場
の
言
論
に
対
し
可
否
の
表
明
を
し
な
い

②
騒
ぎ
立
て
る
等
、
会
議
を
妨
害
し
な
い

③
政
治
的
主
張
を
行
わ
な
い

④
不
体
裁
な
行
為
を
し
な
い

⑤
飲
食
等
を
し
な
い
。
但
し
、
体
調
管
理
の
た

め
の
飲
水
は
こ
の
限
り
で
は
な
い

⑥
携
帯
電
話
そ
の
他
音
の
発
す
る
機
器
を
携
帯

す
る
場
合
は
、
音
の
発
し
な
い
よ
う
措
置
す
る

⑦
議
場
に
は
入
ら
な
い

　

　
　

高
齢
者
等
の
投
票
率
向
上
の

た
め
、
運
転
免
許
返
納
者
に
合
わ

せ
る
形
で
、
移
動
支
援
の
検
討
は

で
き
な
い
か
。

　
　

移
動
支
援
等
は
重
要
で
あ
る

が
、
財
政
状
況
も
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
ス※

ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
新
た
な
取
組
を

検
討
し
、
最
適
な
投
票
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

小
中
学
校
の
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
更
新
後
に
お
け
る
、
操
作
上

の
質
問
対
応
や
不
具
合
時
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
は
。

　
　

教
育
総
務
課
に
直
接
連
絡
し

や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
る
。
ま

た
、
シ
ス
テ
ム
会
社
の
相
談
窓
口

に
直
接
聞
い
て
も
よ
い
。

帯状疱疹ワクチン接種費用の助成は

川
か わ む ら

村 妙
た え こ

子
公明党

市長 … 財政状況等を勘案し検討を進める
　
　

来
年
度
か
ら
65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
「
定
期
接
種
」
の
対
象
と

な
る
が
、
50
歳
以
上
を
対
象
に
接

種
費
用
を
助
成
す
る
考
え
は
。

　
　

対
象
年
齢
及
び
助
成
内
容
に

つ
い
て
は
、
県
内
他
市
等
の
状
況

や
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
検
討
を

進
め
る
。

　
　

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

へ
の
助
成
額
を
増
や
す
考
え
は
。

　
　

今
後
も
助
成
は
継
続
す
る
が
、

増
額
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課

題
と
す
る
。

　
　

市
道
山
岸
線
大
川
目
町
第
14

地
割
内
の
側
溝
修
繕
の
見
通
し
は
。

　
　

水
量
の
少
な
い
冬
期
間
の
修

繕
作
業
を
予
定
し
て
お
り
、
今
年

度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

ワクチン接種で
　　　　　健康維持を！

質答

議
員

のつぶやき

　
　令和７年度も災害の
少ない年になるよう願
うばかりです。

佐
さ さ き

々木 貴
たかし

立憲民主党

選挙管理委員長 …

誰もが投票しやすい環境を

議員のつぶ

や
き

温かいコーヒー
が嬉しい季節。
　久慈のおいしいお店
を巡るのが好きです。

質答

　今後の投票率向上の考えは
最適な投票環境を検討していく

答

質答

答 質

質答

市勢功労者表彰の選出基準を示せ

※スクラップ&ビルト
…老朽化したものを廃
棄して、新しいものに
置き換えること

答 質

城
じょうない

内 仲
ちゅうえつ

悦
日本共産党久慈市議団

山
や ま だ

田　光
ひかる

質答

議会用語の説明

質答

質答



津波が越水する三陸沿岸道路

政風会　畑
はたなか

中 勇
ゆうきち

吉

　　日本海溝、千島海溝周辺海溝型地震、津波で
市内の三陸沿岸道路が約２Km区間で越水するこ
とが予想されている。災害時にも安全に通行でき
る道路実現に向けてトル組む考えは。
　　三陸沿岸道路は、最近完成したばかりであり
新しい路線の建設は難しい課題と思うが、災害時
の輸送確保は重要であり要望したい。

質

答

洋上風力発電事業の進捗は

政風会　小
こやなぎ

栁 正
ま さ と

人

　　今年度から次年度にかけて当局が期待する浮
体式洋上風力発電事業への進捗状況は。
　　有望区域に整理されるための県から国への情
報提供は例年連休明け頃で、それを踏まえ国では
秋に区域の整理を見直す。当市は県と連携し随時
国への情報提供を行っており、少しでも早く有望
区域に整理してほしいと考えている。

質

くじ市議会だより　№8219 18

一般質問
ここが

聞きたい ！

　　久慈市保育園保護者連合会との会合で、安心
して子育てができる環境への意見があった。「オ
ンライン診療」を導入している自治体もあるが、
子育て施策について考えを示せ。 
　　安心して出産・子育てができる環境は、非常
に大事だと認識している。良い施策情報があれば
研究していきたい。

子どもの医療及び相談体制は

新政会　河
こ う の

野 聡
そうへい

平

                            新  政  会

会派関連質問各会派の代表議員による質問に関連した内容を、
同じ会派の議員が掘り下げて質問しました。

津波が越水する三陸沿岸道路

政風会　畑
はたなか

中勇
ゆうきち

吉

　　日本海溝、千島海溝周辺海溝型地震、津波で
市内の三陸沿岸道路が約２Km区間で越水するこ
とが予想されている。災害時にも安全に通行でき
る道路実現に向けてトル組む考えは。
　　三陸沿岸道路は、最近完成したばかりであり
新しい路線の建設は難しい課題と思うが、災害時
の輸送確保は重要であり要望したい。

質

答

　　小屋畑川・熊の沢川合流部右岸側に流木貯留
施設設置を提案していたが県との協議経過は。
　　県北広域振興局には情報提供をしている。県
によると小屋畑橋は、現在の河道切替え事業と併
せ、より高く架け替えとなる。その後、小屋畑橋
上流400メートルの河道掘削が行われる予定。今
後も安全対策を講じていくと聞いている。

小屋畑川流木対策の協議経過は

質

答

政  風  会

政風会　小
お ぐ ら

倉 利
としゆき

之

　　今冬の除雪対策は。
　　初動の迅速化のため情報共有体制の強化、効
率的な除雪路線の見直し、受託業者による除雪出
動の判断及び降雪状況に応じた柔軟な運用の周知
等業務の改善を図る。
　　道の駅いわて北三陸の騒音対策は。
　　掲示等、必要に応じた対策を検討する。

くじ未来会議　山
やまうち

内 七
な な え

恵

質

市道の凸凹の補修

くじ未来会議　下
し も か わ ら

川原 光
みつあき

昭

　　財政健全化に向けて、市民の理解を得ていく
上でも、具体的な指針を示すことが必要では。
　　指針策定の考えはないが、人口減少社会を克
服していく上では、持続可能な財政運営をしてい
く必要がある。財政健全化重点項目の実現に向け
てこの３年間取り組んでいく。

行財政改革の方向性

くじ未来会議　岩
い わ き

城　凌
りょう

　 

質

答

くじ未来会議

　　今定例会議でも道路の凸凹によるタイヤやホ
イールの損傷による事故報告があるが、考えを問
う。
　　パッチングなどを本復旧前の対応として行っ
ているが、本復旧には路線数の多さや財源不足が
課題である。今後は計画的に舗装補修を行い、道
路の管理に努めていく。

質

答

昨冬の大雪を踏まえた除雪対策

市職員の健康管理は

政風会　佐
さ さ き

々木 栄
えいこう

幸

　　安全衛生推進協議会の調査によると、令和４
年度に精神疾患など精神及び行動の障害で１ケ月
以上休んだ自治体職員は、10年前の1.8倍となって
いる。本市の令和５年度の状況について問う。
　　うつ病等で休暇を取得した職員は7人。全職
員に対しストレスチェックを実施。その結果を受
け管理職への説明会や健康相談を実施している。

質

答

　　電気料や燃料の高騰が著しい。学校に予算は
不足なく措置されているか。不足の場合の対応は。
　　各小中学校に需要量調査を行い予算を配当し
ている。現時点では不足はないものと捉えている
が、不足の際は予算の組替えや補正予算の要求を
しながら、学校運営に支障をきたすことの無いよ
う適切に対応していく。

小中学校の暖房費は充分か

日本共産党久慈市議団　橋
はしかみ

上 洋
よ う こ

子

日本共産党久慈市議団

災害時の避難所のあり方は

新政会　中
なかたい

平 浩
こ う し

志

　　避難所や災害拠点病院などの重要建物に接続
する上下水道管の耐震化状況を示せ。
　　重要施設に接続する上下水道管の耐震性能が
確保されている施設はない。今後、関係課と連携
して上下水道耐震化計画を策定し、国の耐震化施
策の動向等を注視しながら、財政支援について要
望していく。

捕捉工整備で市街地の洪水対策

政風会　畑
はたなか

中 勇
ゆうきち

吉

　　平成28年台風第10号は、橋に流木が堆積し、
市街地が大洪水となったと考えるが、見解は。
　　県では河道掘削、支障木伐採を行っている。
　　県が岩泉町の小本川に捕捉工を整備したこと
を参考に、久慈川の河川整備計画に捕捉工整備を
要望すべきではないか。
　　県に流

※

木捕捉工について情報提供したい。

答

質 質

答

答

答

答

質

答

質

質

答

質

答

委員会
中継

■ 行政視察や施設見学など、多くの団体が久慈市議会を
来訪・利用しています。ここでは、令和６年11月１日か
ら12月27日までの期間に来訪等された団体をお知らせし
ます。
●行政視察
　11月８日　岩手県釜石市議会経済常任委員会（８人）
　11月27日　秋田県藤里町議会（10人）
●年長児社会科見学及び施設見学
　12月12日　いなり保育園（12人）
●学びのサポート学習塾（冬季）
　12月26日、27日　市内小中高生（69人）

　YouTubeでも
　ライブ配信開始

■ 常任委員会の動画配信を YouTube（ユー
チューブ）でも行っています。
　次の QＲコードよりアクセスし、ご覧く
ださい。
　　● QR コード

※流木補捉工…流木捕捉施設の 一つで、 流木の捕捉を目的とするもの
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一般質問

■インターネット中継もどうぞ

新
に い た

井田 侑
ゆ う ら

徠 さん
（小袖小学校６年）

夢は優しく元気な保育士さん

大
おおみち

道 泰
たいじゅ

樹 さん
（小久慈小学校５年）

  将来の夢

く
じ

市
議

会
だ

よ
り

№82

　第９回定例会議の傍聴者は
27人、インターネット中継の
視聴者は354人でした。

　私は体を動かすことが大好
きで、習い事で体操をしてい
ます。校内マラソンでは１位
になりました。母が保育園で
働いていることや、親戚の子
どもたちと関わることが好き
なので、将来は保育士になり
たいと考えています。特技を
生かして、子どもたちと元気
いっぱいに遊ぶ優しい保育士
を目指します。

　僕の将来の夢は２つありま
す。１つは、車の整備士で
す。僕の父も車関係の仕事を
しているので、小さい頃から
憧れています。もう１つの夢
は、NBA選手です。12月の
バスケットボールの県大会で
は選手として出場することが
できました。これからも練習
を頑張ります。　　　　　　
※NBA…北米大陸を拠点とするプロバスケットボールリーグ

※招集日の午前・午後で集計

〇定例会議中の２月21，25，26，27，28日、３月３，６，
　11，19日は議案調査日です。
〇詳しい内容は、決まり次第ホームページに掲載します。

本会議

　市議会の会議は誰でも傍聴できます。次の
定例会議の予定は下記の日程になります。
　市役所正面または議会棟の入口から案内表
示にしたがって傍聴席までお越しください。

案内図

　本会議は、久慈市議会ホームページの
「議会中継」でもご覧いただけます。

議会中継

6

本会議

議会を

座長　橋上 洋子　副   座   長     佐々木  貴
委員　岩城　凌　久保 繁明　河野 聡平　　
　　    小倉 利之　畑中 勇吉

■ 編集
 広聴広報会議 「議会中継」でもご覧いただけます。

Facebook

傍聴しよう！

わたしの未来

3

ひと・こえ
根

ね い

井 明
あ き の り

徳   さん

岩手木炭を知ってもらいたい

（大川目町）

常     任
委員会

　山形町戸呂町で岩手木炭の生産を始め
てから、約1年が経ちました。炭焼き窯
を受け継ぎ、この土地に根付く伝統を大
切にしながら取り組んできました。先日
の岩手県木炭品評会では、ありがたいこ
とに奨励賞をいただくことができました。
この伝統ある産業を次の世代へ繋いでい
く使命を感じながら、これからも技術を
磨き、より高品質な岩手木炭の生産に励
んでいきます。そして、多くの方に岩手
木炭の魅力を知っていただき、日々の生
活の中で炭に親しんでいただけるよう、
努力を続けていきたいと思います。

予算特別委員会

予算特別委員会

本会議

 常 任
委員会

久慈市の子どもたちが将来の夢を語るコーナーです。自薦・
他薦も大歓迎。たくさんの申し込みをお待ちしています。

蕪
か ぶ ら た

田 大
だ い む

夢 さん
（平山小学校６年）

いろんなことに興味あり

柏
かしわぎ

木 朋
と も か

花 さん
（久慈小学校６年）

人の役に立ちたい
　私は将来、大好きな牛を飼
育しながらのんびり暮らした
いです。今好きなことは、淡
水魚の飼育、ミニカーを収集
して飾って眺めるのも好きで
す。まだまだいろんなことに
興味があるので、中学校へ行
っても、勉強や部活を頑張っ
て、初めてのことにも、怖さ
もあるけどチャレンジしてい
きたいと思います。

　私は将来、内科の医師か公
務員になりたいです。医師に
ついては自分が熱を出したと
きの経験から、公務員につい
ては両親の仕事を見学したと
きの経験から、そう思いまし
た。両方とも、人の役に立っ
ているという点が同じです。
人の役に立てば自分にも何か
が返ってくると思うので、夢
に向かって頑張っています。

☆スマホで
も

 視聴でき
る！

 視聴でき
る！

 視聴でき
る！

久慈市の子どもたちが将来の夢を語るコーナーです。自薦・
他薦も大歓迎。たくさんの申し込みをお待ちしています。わたしの未来

常     任
委員会

YouTube


